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そ
こ
で
､
古
い
昆
家
や

川
し
た
安
宿
設
置
の
必
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件
を
強
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り
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こ
し
に
取
り
組
む
人
阪
府

泉
佐
野
直
で
は
､
開
設
を

あ
り
き
た
り
の
観
光
で
は
な
く
､
地
域
の
息
遣
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を
感
じ
て
自
ら
楽
し
み
を
発
見
す
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念
と
環
境
樫
僻
を
広
め
よ
う
と
､
附
お
こ
し
団

-

の
概

体
や

が
十
分
で
は
な
い
_
と
指

摘
す
る
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界
各
国
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干
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干
丘
百
円
の
安
宿
が
各
地

検
討
す
る
住
民
ら
も
現
れ 

て
い
る
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低
価
椿
で
気
軽
に
で
き

る
旅
行
環
境
を
目
指
す

一

ク
パ
ッ
カ
ー
ら
旅
行
者
に
対
応
す
る
の
も
目
的
で
､

情
報
発
信
や
安
宿
の
哲
及
に
意
秋
を
み
せ
て
い
る
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同
や
自
治
体
が
観
光
施

策
に
力
を
入
れ
る
小
､
同

協
会
は
､
飽
き
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
特
定
の
観
光

地
の
散
策
で
は
な
く
､
ぶ

ら
ぶ
ら
あ
て
ど
も
な
く
漂

泊
し
､
地
域
の
挙
り
し
ぶ

り
か
ら
旅
行
者
口
身
が
血

山
が
っ
て
発
見
を
繰
り
返

す
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り
な
が
ら
現
地
の
琴
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に
触
れ
る
の
を
好
む
バ
ッ

自 ら 町 の魅 力 発 見 を
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ら
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集
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安 宿 設 置 へ
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の
魅
力
を
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見
し
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の
概
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を
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そ
の
ス
タ
イ
ル
の
一
つ

と
し
て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

が
あ
る
も
の
の
､
企
業
組

合
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代
表
作
事
と
し
て
町
お
こ

し
企
画
な
ど
を
手
掛
け
て

い
る
同
協
会
の
染
川
川
義

代
表
(五
七
)は

ー日
本
は
バ

ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
へ
の
環
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万
､
染
川
代
表
は

ー歩
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人
の
感
作
が
大
事
に
な
っ

て
く
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案
内

さ
れ
た
傷
所
に
連
れ
ら
れ

る
受
け
均
で
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な
く
､百

楽
し
む
こ
と
が
大
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こ
う
し
た
趣
旨
に
賛
同

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
有

識
孝
り
卜
数
人
で
今
年
四

月
､
同
協
会
を
設
立 
C
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長
屋
を
改
装
し
た
カ
フ
ェ

で
事
務
所
を
兼
ね
る

イ
ズ
カ
フ
ェ
｣
に
メ
ン
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今
後
は
観
風
の
参
考
に

な
る
ま
ち
歩
き
や
､
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
映

像
L2
倍
な
ど
も
手
掛
け
て
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い
く
万
針 

染
川
r
Jん
は

ー観
風
の
考
え
方
を
広
げ

て
い
さ
た
い

と
意
欲
を

に
あ
る 
.
と
す
る
申
､
人

阪
で
は
日
雇
い
労
働
宵
が

集
ま
る
斧
ケ
崎
地
区

大

阪
中

で
､
労
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宵
向
け
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に
発
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し
て
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数

千
円
の
安
宿
が
あ
る
も
の

の
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本
的
に
写 
.､狛
ま

れ
る
場
所
が
な
い
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い
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